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「強制動員真相究明ネットワーク」結成総会 
＝日韓共同による真相究明を目指して＝ 

２００５年７月１８日（月・休） 午後１時開場 １時半開会 
在日本韓国ＹＭＣＡ アジア青少年センター 

９階 国際ホール 
ＪＲ水道橋下車徒歩１０分（下記地図参照） 

 

〈 呼びかけ人 〉 

荒井信一、有光 健、市場淳子、伊藤孝司、内海隆男、太田 修、川瀬俊治、川村一之、木村公一

金城 実、小池善之、古庄 正、小松 裕、在間秀和、下嶌義輔、空野佳弘、竹内康人、田中 宏 
塚崎昌之、殿平善彦、豊永恵三郎、西川重則、西野瑠美子、林えいだい、樋口雄一、平野伸人 
福岡安則、水野直樹、持橋多聞、山田昭次、吉見義明    ( 7 月 8 日現在 ) 

「強制動員真相究明ネットワーク」準備委員会 事務局 
         〒675－0064  神戸市灘区山田町 3 丁目 1－1 神戸学生青年センター 
[問い合わせ] (福岡事務局 福留)  T&F : 092-732-3483   E-mail : kyumei@nifty.com 

結成総会プログラム 

◆ 記念講演 
山田昭次氏（立教大学名誉教授） 
「強制動員された朝鮮人とその遺族の戦後」 
樋口雄一氏（在日朝鮮人運動史研究会） 
「日本における強制動員真相糾明の到達点」

◆ あいさつ 
崔鳳泰氏（韓国真相糾明委員会事務局長） 
李熙子氏 (太平洋戦争被害者補償推進協議会) 
民団、総連、国会議員他 
◆ 事務局からの提案と結成宣言 
◆ 各地・各分野からの報告 
 北海道、東海、関西、企業裁判全国ネット、、

VAWW-NET ジャパン、韓国原爆被害者

救援市民会、戦争被害調査会法市民会議 
● 終了後に２階レストランで懇親会を開催 

韓国では「日帝下強制動員真相究明法」

が制定され、今年の２月～６月の被害申告

では、１９万件以上の申告がありました。 
韓国での歴史的な取り組みに応え、日本

でも真相究明を進めるネットワークを結成

します。日本政府・企業の資料の多くは未

だに公開されておらず、真相究明は日本の

私たちの責任です。ぜひ参加してください。 


